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4月より当院は下記のような変革を行っていきます。
・ 手術予定と入院の患者さんを対象とした透析室の増設を行
います。透析ベッドは7床となりますが原則として外来透析は
行いません。

・ 急性期の呼吸器疾患、循環器疾患を主な対象としたハイケア
ユニット（HCU）の新設を検討していきます。

・ 病院全体では病床を削減し、これまで以上に入院前支援、退
院支援の充実をはかることで在院日数を減らして有効なベッ
ド運用を行って参ります。

・ 地域の医療機関の先生方に当院をより一層ご理解いただく
ために、これまで主に医療連携・患者支援センター長である
私が病院・診療所の訪問をさせていただいていましたが、順
を追って各科の診療責任者の訪問も開始しています。

・ また、ご紹介いただいた患者さんを中心とした症例検討と関
連領域のミニレクチャー、そして情報交換会を準備し、地域
の先生方との顔の見える医療連携をさらに深めさせていただ
ければと考えています。お忙しい毎日だとは思いますが、ぜひ
足をお運びください。

4月からの病床数のダウンサイジングに伴い、医療情勢
の変化に柔軟に対応できるタフで高機能・高稼働な病院

（長尾病院長の最近のお気に入りの言葉です）を作ってい

きたいと思っています。

地域の医療機関、患者さんやご家族から頼りにされる

病院、選ばれる病院になるように、そして当院での検査や

治療が終了しましたら、かかりつけ医と密な連携のとれる

病院を目指したいと考えています。今後ともよろしくお願い

致します。

月から始まる2019年度は、平成に変わる新しい年
号となる正に節目の年度であり、東邦大学医療セ

ンター佐倉病院も新時代に即した変革に向け鋭意準備を

すすめています。

人生100年時代、地域包括ケアシステムという言葉に耳
が慣れて誰もが当たり前に口にする時代となってきました。

当院は、高度急性期病院であるとともに、地域で完結する

循環型医療の中核病院としての機能も発揮していかなけ

ればなりません。このような地域包括ケアという循環をス

ムーズかつ有効に行うにはかかりつけ医を中心とした医

療、そして介護との密な連携が欠かせません。当院はこの

ような役割を果たせる高度急性期病院として教職員一丸

となってすすんでいきたいと考えています。

副院長／管理・医療連携・
ダイバーシティ担当

吉 田 友 英
Tomoe Yoshida

佐倉病院の新たな取り組み
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医療連携だより　入退院支援を開始して１年が経過しました
医療連携・患者支援センター　副センター長　京谷 みよ子
公開講座　『がんと暮らし・仕事』～治療を続けながら働くこと～
産業精神保健・職場復帰支援センター　センター長　小山 文彦
公開講座スケジュール／臨床病理症例検討会のご案内
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ご参加お待ち致しております
ほぼ毎月、身近な疾患や症状をテーマにした公開講座を企画しております。多くの市民・
医療関係者の皆様にご参加いただき、 病気の予防や早期発見、 地域医療の発展に役
立てていただければと存じます。
講演テーマなどの詳細につきましては、 院内掲示およびホームページなどでご案内致し
ます。 ご不明な点や講演テーマのご要望などございましたら、 総務課にご連絡下さい。

公開講座スケジュール
2019年　佐倉病院公開講座のお知らせ
入場無料・申込不要・200席

東邦大学医療センター佐倉病院
臨床病理症例検討会 開催予定
（場所：東棟 7 階・講堂）

開催予定日

講演予定
テーマ

担　当

第199回：5 月 20日（月）18 時 00 分～
第200回：6 月 17日（月）18 時 00 分～
第201回：7 月 25日（木）18 時 00 分～

地域の医療機関の皆様もご参加いただけます。
詳細は病院ホームページでご確認ください。
（問い合わせ先：教育支援室）

　現在進められている「働き方改革」にお
いても、がんなどの疾病の治療と仕事と
の両立を支援すること、「治療と仕事の両
立支援」（以下、両立支援）が重要度を増
しています。今回の公開講座においても
このテーマを取り上げ、まず私から「治療
と仕事の「両立支援」をご存知ですか？」
と題して、事例を交えた支援の概要につ
いてお話ししました。これまでに、がん体
験者（患者さん）の声を集めた静岡がんセ
ンターや東京都保健福祉局の調査によれ
ば、治療費等の経済的問題や仕事内容の
変化、治療に伴う休暇の取り方など、治療
を受けながらの暮らしや働き方への気が
かりが多いとされています。これまでに私
が関わったがん患者さんにおいても、治
療と仕事の両立のためには、医療面のみ
ならず暮らしや心の問題へのサポートや、
再就労に向けたハローワークとの連携や

職場との情報交換がカギとなることが多
くありました。続いて、塚本佳子看護師と
落合尚子看護師から、「患者さんと共に取
り組む治療と仕事の両立」として、まず当
院のがん相談支援センターについて紹介
がありました。具体的に、日 ど々のような
悩みや気がかりの相談を受けているか等
の実態に触れながら、患者さんとともに
考え、悩みながら治療を進めている現状
が紹介され、患者さんが一人で悩みを抱
え続けることなく、がん相談支援センター
への来談を呼びかけました。また、必要な
場合には職場との連携を図るなど、両立
支援における看護の体験と姿勢が語られ

東邦大学医療センター佐倉病院

公開講座
産業精神保健・職場復帰支援センター
センター長

小 山  文 彦

会場の様子

ました。また、横浜労災病院のMSW藤田
寛 様からは、「がん治療中の生活に役立
つ社会資源や制度」として、高額療養費
制度や傷病手当金の請求などの具体的な
活用法についてお話しいただきました。今
回の公開講座を振り返り、改めて思うこと
があります。医療現場における「患者さ
ん」は、職場では何らかの役割を担う労
働者（職員）であり、その街で暮らす生活
者であり、たいせつな家庭の一員でもあ
ります。このように一人何役もこなしてい
る闘病者への支援とは、医療面のみでは
なく、全人的な眼差しをもってこそ初めて
かなうものだと実感しています。

東邦佐倉 DMAT
長尾 建樹 他

13日土曜日

＜災害医療＞ ＜地域包括ケア＞ 調整中

11日土曜日
13:00~15:00 13:00~15:00

糖尿病・内分泌・代謝内科
龍野 一郎 他
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『がんと暮らし・仕事』
 ～治療を続けながら働くこと～

小山 文彦　センター長

＜地域で考えるケアと治療＞
お酒とからだの付き合い方

13日土曜日
13:00~15:00

脳神経内科 他

休会

2019.1.21 現在　教育支援室

22日土曜日
13:00~15:00
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放射線科（放射線治療部門）スタッフ
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　放射線科（放射線医学講座）は放射線診断と放射線治療の
二分門に大きく分かれます。放射線診断部門は病院の中央
部門としての性格が強く、一方で放射線治療部門は直接に
患者さんを治療する診療科としての性格を持ちます。この
放射線科を二回に分けて、今回は放射線治療部門を、次回に
放射線診断部門をご紹介します。

放射線治療部門の紹介
　2014年4月より当院での放射線治療がスタートし、
今年3月でちょうど5年が経過することになります。
3Dでの通常の放射線治療に加えて、2014年夏以降は
予定通り順調に、いわゆるピンポイント照射と称され
る定位照射をはじめ、強度変調放射線治療（IMRT）な
ど、より高精度で低侵襲な放射線治療も提供しており
ます。当院の放射線治療装置の特徴として、治療装置に
併設されたCT（Cone Beam CT）での画像誘導放射線
治療はもちろんのこと、呼吸の位相を考慮した4次元
でのCBCT撮像が可能であることから、肺腫瘍や肝腫
瘍を代表とする腹部の腫瘍など呼吸により腫瘍の位置
が大きく変化する場合でも、治療寝台で実際の腫瘍の
動きを確認し、確実に腫瘍が照射されるよう位置合わ
せをすることが可能です。また、この4D CBCTを利用
することで呼吸同期照射も可能となっています。さら
に、治療寝台が左右・上下・前後と平行に移動するだけ
でなく、ヨー、ピッチ、ロールと寝台そのものを回転さ
せることが可能であるため、患者さんの体位のずれを
より一層正しい位置に合わせることができます。これ
により一層高精度で低侵襲な放射線治療を提供するこ
とが可能となっています。

　当院で放射線治療を受けていただいた患者さんは
昨年末でのべ1,000人を越え、現在も増加しておりま
す。日々の治療件数は25 ～ 30件程度で、前立腺癌の
根治照射目的の患者さんが約半数を占めることも
あって、60 ～ 70%の患者さんがIMRTによる治療を
受けておられます。IMRTはこれまでの放射線治療と
比べて、有害事象（副作用）を少なくし治療効果を高め
ることが期待されています。また、これまで放射線治
療が困難であると判断されるような場合でもIMRTを
用いることで放射線治療が可能となる場合もありま
すので、ぜひご相談いただければ幸いです。当院では
前立腺癌以外にも、肺癌、食道癌、乳癌などに対して化
学療法同時併用の根治照射や術前・術後の照射、骨転
移による疼痛の緩和や脳転移によるQOLの低下に対
する症状緩和を目的とした放射線治療まで幅広く提
供しています。
　放射線治療部門は専門医1名、専攻医（レジデント）
1名、治療担当診療放射線技師3名、医学物理士1名、
看護師1名、医療事務1名という体制で外来診察およ
び日々の治療を行っております。放射線治療専門放射
線技師も3名在籍しており、さらに、現在2名の看護
師が「がん放射線療法認定看護師」の資格取得のため
研修に出向しており、今後さらに当部門の診療体制が
充実することは間違いないところです。地域の先生方
にはご迷惑をおかけしておりますが、放射線治療外来
では、直接先生方からのご紹介を受け付けておりませ
ん。お手数をおかけしますが、当院の関連診療各科へ
ご紹介いただき、個々の患者さんに最適かつ最善の放
射線治療を提供できるよう努めて参りますので、今後
ともよろしくお願い申し上げます。

にズームアップ！

准教授（治療）　磯 部 公 一
教授　寺 田 一 志

放射線科（放射線治療部門）
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や診療に約 20年間従事し、またそれと同時に、ちば県民保
健予防財団や川上診療所といった乳癌検診の専門施設にお
いて検診やその精査にも深く携わって参りました。今後当院
において、高い整容性や低侵襲性の乳癌手術を提供するこ
とはもちろん、石灰化で発見される精査の難しい検診異常
症例（非浸潤性乳癌：DCIS）への対応、遺伝カウンセリング
と遺伝診断やその遺伝陽性者のフォロー、より高い整容性
を求める方に対する多彩な乳房再建、セカンドオピニオンな
ど乳癌に関するすべてを網羅し、佐倉市をはじめとして、そ
の周囲の千葉県北東部の病院や医院の先生方に貢献させ
ていただければ幸いです。また皆様に利便よくご利用いた
だけるように今後も当院乳腺外科を改新進化させて行きた
いと存じます。今後とも皆様のご指導ご鞭撻をよろしくお願
い致します。

　2018年11月より乳腺外科で勤務しております榊原雅裕
です。休止しておりました乳腺外科外来を完全再開致しまし
た。休止期間中、ご迷惑をおかけした先生方に深くお詫び致
します。東邦大学医療センター佐倉病院に着任する前は、
千葉市の千葉大学医学部附属病院で乳癌を専門として手術

外科（乳腺外科）
教授

榊 原 雅 裕
Masahiro Sakakibara

新任のごあいさつ

　2018年4月より、入退院支援の強化として入院前支援の面談を開始し
ました。患者さんが入院の予約をされた時点で入院支援看護師が面談し、
身体的・精神的・社会的な問題について把握し、解決のために薬剤師・社会
福祉士・栄養士・理学療法士と協働して、患者さんを最善の状態で入院・治
療に繋げられるようサポートしています。
　主な対象者は70歳以上の患者さん・がん病名の患者さん・介護保険を取
得している患者さんで、これまで予約入院患者全体の49.5％に入院支援
看護師による入院前面談を実施してきました。面談数は1ヶ月平均299.4
人です。そのうち他職種では、入院前に薬剤師15％・理学療法士1.8％・栄
養士1.4％・社会福祉士1.2％・認定看護師2.4％が専門的な支援を行いま
した。また、約80％の方に入院後、退院支援看護師が介入しています。
　入院前面談では、担当看護師が患者さんやご家族に必要なオリエンテー
ションを行うことはもちろんですが、入院に当たり心配なことや困ること
がないかなども細かく伺わせていただいています。その中で、自分が入院
した後自宅に残すご家族の介護の心配や、退院した後の日常生活の心配な
ど、病気の事だけではない生活する上での問題を抱えていることがわかり
ました。社会福祉士や退院支援看護師、地域のケアマネージャーなどと一
緒に、どうすることが患者さんにとって最も良いのかを考え、最適な提案
ができるように支援しています。患者さん一人の面談に要する時間は1時
間程度ではありますが、患者さんやご家族などが納得・安心して入院に望
めるようじっくり親身になってお話
しを聞くことに努めています。
　現在はまだ、予約入院患者さんの半
数の方への対応ですが、いずれ全予約
患者さんに入院前面談をしていきた
いと思っています。入退院支援業務を
通じかかりつけ医療機関とのスムー
ズな関係構築の一助にもなりたいと
考えていますので、今後ともご協力を
お願い致します。

IRYO
RENKEI

TOHO UNIVERSITY
SAKURA MEDICAL CENTER

医療連携・患者支援センター
副センター長　京谷 みよ子

入院前支援を開始して
1年が経過しました


